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03 民生費

01 社会福祉費

07 老人福祉施設費

長寿社会課

作　成　者：財政課　３（簡略番号 ）

平成19年度 001 一般会計

当初予算

1504000000

001768

002

00

0

00

老人憩の家管理運営事業

前 年 度

子育てを支援し、お年寄りが元気な

明るい長寿社会の実現

安心して健やかにくらせる健康と福

『ひと』がいきいき

0

7,6735,871000

13,54412,86013,03613,391

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

14 5,87111 30需用費 使用 01 02 01 012
12 4役務費 老人憩いの家浴場使用料
13 13,510委託料
19 負担金補助及び交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

健康の増進を図ることを目的とする。
　昭和53年4月に老人及び心身障害児憩の家として移転新築され、58年4月には心身障害者

○事業計画

り高齢者の心身の健康の増進が図られる。
　趣味、教養、レクリエーション等を楽しむ教養娯楽室や温泉を利用した浴場の提供によ
②事業効果
福祉センターの新設に伴い、高齢者専用の憩の家として運営し、現在に至っている。

　高齢者に対し、教養の向上、レクリエーション等のための場を提供し、高齢者の心身の
①事業の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（有料化分）
※19年度予算要求額は、経常12,860千円＋枠外2,357千円＝15,217千円

（４）浴室の使用（今年度から入浴サービスを有料化　費用…1,135,000円）
（３）教養娯楽室の提供
（２）高齢者木彫講座開催　５３回
（１）高齢者陶芸講座開催　６９回

米子市老人憩の家条例

①財源の説明
　浴場使用料　5,871千円
②事務事業評価の反映状況
　評価結果（現状維持）
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